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■やびきあきこ 

但馬出身のシンガー。米国 Berklee College of 
Music にてジャズ、ゴスペルを学ぶ。 
帰国後、Nandee<ナンディー>という愛称で東

京を拠点に活動。自身のライブ活動の他、アー
ティスト(ラブサイケデリコ他)のサポートコー
ラスで日本武道館など様々なステージに立つ。 
東京都主催「心の東京革命」のあいさつソン

グ「あいさつは魔法の力」を歌っている。また、
ゴスペルコーラスを指導するなどボーカル講
師として活躍。 
結婚＆出産を機に地元に拠点を移す。現在二

児の母。亡き友人に捧げた自作曲「My Angel」
がMBSのニュース番組の特集で取り上げられ、
各種新聞にも大きく掲載されるなど話題に。 
2008 年夏“～命への応援～「守りたいもの」

野外ライブ”で普天間かおりと共演。 
現在はウエディングシンガーとして活躍ほ

か、地元を中心にジャズライブを行っている。 

●映画｢生き抜く｣ 南三陸町 人々の一年 上映 

MBS のドキュメンタリー映画 上映時間 99 分 

詳細はこれから決定する 

●被災地支援物産展 

収益金は被災地へ送る 

詳細はこれから決定する 

■『奇跡のピアノ』 

福島県いわき市にある豊間中学校のピアノ

は、午前中の卒業式で演奏されたあと、東日本

大震災で発生した津波にのみこまれた。 

誰もが修理は不可能だろうと思った傷だら

けのピアノであったが、地元の調律師・遠藤洋

の懸命な作業により見事復活を果たす。 

遠藤は、むせるような潮の匂いの中、細部ま

で入り込んだ砂などを丹念に水で洗い流し磨

いていった。パーツ数は 1 万個にも及び、気の

遠くなる作業に諦めかけたこともあったとい

う。 

ピアノの胴体に残る大きな擦り傷は、ありの

ままの姿を後世に伝えるためにあえて残した

ものである。 

このピアノは 2011 年の紅白歌合戦で起用さ

れて話題になり、その後も各地を回って被災地
復興支援活動を続けている。 

■普天間かおり 

沖縄県出身。琉球王朝の流れに生まれる。 

幼少の頃より歌い始め、小学生の頃には既に地元で音楽活動を開始。2002 年、メジャーデビュー。 

その雄大にして繊細な歌唱力で、自身のルーツとなる沖縄音楽に独自の解釈を加え歌い継ぐスタ

イルや、平和、家族などに視点をおいて人を見つめる温かな楽曲の世界観が支持されている。 

2011 年 3 月 11 日、ラジオ福島での生放送中に東北地方太平洋沖地震に遭う。 

その後、「Smile Again 0311」支援プロジェクトを立ち上げ、避難所でのライブやチャリティー

コンサートの開催や収益の中から義援金へ寄付するなど精力的に支援活動を始める。 

また、子どもたちのもとへ自ら出向き、絵本の読み聞かせや歌を届ける「スマイル文庫」の活動

では、音楽の枠を超え様々な分野の方々とのつながりを持ちながら、その支援の輪を広げている。 

兵庫県立コウノトリの郷公園内にある豊岡市立コウノトリ文化館では、普天間かおりの楽曲「守

りたいもの」がコウノトリの巣立ちまでのハイライト映像とともに 2010 年から流れている。 


